人事委員会傍聴者の声（7）
都の政策は、校長の人間性をも崩壊させていくことを、今日もまざまざと感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【２００６・１・１０】
1・10卒⑤グループ・小林俊徳（前農芸高校校長）・木部貞義（前豊多摩高校校長）
*「学習指導要領に基づくということは、『式においては国旗を掲揚し国歌を斉唱するものとする』を交通規制で違反者を取り締まるように、個々の教師の行動を規制するものとして使う事ではなく、この文章がその一部である特別活動の目標や学習指導要領の総則などにある『自主的な(青年の)人間育成』(そのベースに憲法・教育基本法)を根幹において学校構成員全員の意見、知性を結集して毎年生徒の状況に応じて創造することです。それには学校に自主的創造的な雰囲気が必要です。農芸高校の校長への尋問にはこの点からの追及がきちんとあった事が成果として重要だと思います。豊多摩の生徒達が自主的に『あなたに』という詩を朗読する卒業式の伝統の具体的な話のもつ教育的意味を問うた質問など、生きた教育を都教委、校長がどう受けとめているかを追及された点が良かった。都教委の仕事はこういう教育を励まし太らせる条件を保障していくことだ。都の政策は、校長の人間性をも崩壊させていくことを今日もまざまざと感じた。」　　　　　　　　　　　　　（小島昌夫・元都高教副委員長）
*「『主役である卒業式の方を向いていてはダメだ。日の丸のほうを向け。』ということで、卒業式の席がかえられた事実。ここに考え方がはっきり示されている。人間よりも国の権威を優先させる。恐ろしい考えだと思う。こうしたあり方が、かつて戦争をすすめてきた歴史を思い返し、今、声をあげなくてはならないと強く思った。」
（子ども達の未来を守りたい東京都民）

*「小林校長は今まで聴いた校長の仲で、最悪の受け答えだった。『何ごとも隠さず』という宣誓に違反している。不誠実極まるものあった。木部校長も全く同様、不誠実、不真面目だった。」　　　　　　　　　　　(岡田英顯・前両国高校・被処分者)
*＜ヒゲメモ＞
新しい年を迎えた。今日から東京の公立学校は３学期の始業式。１４時から都庁での人事委員会審査も再開。傍聴者の人数を気にしながらも、今日の主役はどんな迷優と出会えるかと、心ワクワクしながら３９階に出勤。無料とはいえ、相変わらず、３時間を越える劇の大半は「忘れた｣「記憶にない」のオンパレードの単調な声のみ。「民主主義」とは、寛容な精神で、多様な考えを認めあう事であることを全く理解しない（出来ない）、都教委の言いなりの校長群を見ていると、哀れみさえ感じさせられる。
教師と生徒の人権侵害の先にあるものは、自由の圧制と、専制政治と戦争への道である。

(傍聴者２９名。心から感謝しています。被処分者の会・星野)
